
◇ 部員数

男子 女子 計

１年 5 4 9

２年 6 2 8

３年 3 4 7

合計 14 10 24

月 火 水 木 金 土 日･祝

〇 〇

活動時間

活動場所

部活動の質と
量の工夫

◇ 主な実績

体罰・暴言等
のない指導

生徒間の
暴力禁止

外部指導員の
活用

事故防止
安全配慮

生物室を拠点として、基本的に校内で活動する。

◇ 顧問名・部活動指導員名

佐藤 友亮（理科）主顧問

大竹藍子（理科）

前川範登（理科）

◇ 活動日と活動場所

活動日

　＜平　日＞ 15：30～17：00
　＜土日祝＞ 活動日以外も、動植物の世話は当番制で実施する。

【活動計画】 生物部

◇ 年間目標

　 チームの目標　「活動内容の充実・拡大」
　 ・動物を飼育する事で命の大切さは勿論、相手を思いやる感性や気持ちを感じ取る想像力を身につける。
　 ・植物の種まきから収穫までを体験した達成感を基に、物事を途中で投げ出さない根気を身につける。

◇ 年間活動計画

４月 ５月 ６月

部員の希望に耳を傾けながら、できるだけ多くの動植物と触れ合う機会を提供する。

   ◇ 今年度の
       参加予定大会令和5年度 令和6年度 令和７年度

上野動物園へ校外学習
しながわ水族館へ校外学
習弥生野祭での研究発表
等

さいたま子供生物園へ校
外学習　　弥生野祭での
研究発表　等

国立科学博物館へ校外学
習　　弥生野祭での研究
発表　等

複数回の校外学習
弥生野祭での研究発表　等

７月

８月 ９月 １０月 １１月

部活動紹介 種まき・苗植え　校外学習 フィールドワークに参加 野菜の収穫

種まき・苗植え　校外学習 弥生野祭での研究発表 野菜の収穫 校外学習

１２月 １月 ２月 ３月

部員主体で活動させ、それを顧問がコーディネーターとして支援する。

未然に対処できるよう、顧問同士で頻繁に情報共有を行う。

特になし

思わぬ出来事に備え、部員以外の生徒は無断で動植物に触れないよう周知を徹底する。

種まき・苗植え 野菜の収穫 次年度の活動計画 校外学習

◇ 指導内容・方法


